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発表内容

•岡山県の被害

•岡山県の雨量の特徴

•岡山県の土砂災害と水害

•岡山県真備町の水害
• 水流の強いところ

• 人的被害の特徴

• 水害の時系列でみられる特徴

• 天井川との関係

• 真備町の水害の歴史

• 真備町のアンケート結果



岡山県および真備町の水害の状況

•死亡・行方不明者 ６４名 （倉敷市５２名 うち真備町 ５１名）

•全壊 ４４６２棟 （倉敷市 ４２７４棟）

•半壊 ３３１４棟 （倉敷市 １０６４棟）

•床上浸水 ２７９９棟 （倉敷市 ０棟 真備は不明）

•床下浸水 ５９３８棟 （倉敷市 １棟 真備は不明）

•救助者数 約３２８０名 （真備町 約２３５０名）

•商工被害額 約２１０億円

•農林水産関係被害 約９００ha 約１９６億円

•土木被害金額 約３０２億円

平成３０年７月豪雨及び台風第２０号による被害等（８月２９日 １４時００分現在）

岡山県HP http://www.pref.okayama.jp/site/403/574773.html



県や市の対応

• 5日7時12分 岡山県注意体制

• 5日14時19分 岡山県警戒体制

• 5日19時 岡山県特別警戒体制

• 5日21時28分 早島町災害対策本部設置

• 5日23時 倉敷市災害対策本部を設置

• 6日9時45分 総社市災害対策本部設置

• 6日16時30分 岡山県非常体制（災害対策本部設置）

• 6日17時30分 総社市全域に避難勧告

• 6日20時 矢掛町災害対策本部設置

• 6日22時 倉敷市真備地区全域に避難勧告、

• 6日22時15分 総社市市内全域避難指示

• 6日23時45分 倉敷市小田川の水位上昇により真備地区・小田川の南側に避難指示

• 7日1時30分 倉敷市真備地区・小田川の北側に避難指示。「高馬川の堤防が越水し、
小田川の水が北側に流れ込んでいるため」「高台に避難してください」という言葉が添え
られている。

真備町一部浸水 6日２３時ごろ？
総社市朝日アルミ爆発 ６日２３時半



岡山の雨量の特徴



https://www.nhdr.niigata-u.ac.jp/survey/2018_nflood/index.html
新潟大 災害・復興科学研究所 HP

西日本豪雨の岡山の雨量
実際に真備町の西側矢掛の降水量を見てみても、周囲と比べて、比較的少ない

http://www.jma.go.jp/jma/press/1807/09b/20180709_sankou.pdf

http://www.jwa.or.jp/news/2018/07/post-001044.html

線状降水帯もほぼかからない



1972年

1976年

1979年

1980年

岡山大学教育学部社会科教室内地域研究会（１９８２）

過去の真備水害時の雨量との比較

観測場所不明（真備町役場？）

今回の降水量は多かったが特
別極端に多いわけではない。



岡山の土砂災害



岡山の
土砂災害

土石流発生地点

崩壊発生地点

判読不能、崩壊・土石流発生点

破堤発生地点

越流発生地点

写真判読範囲

岡山大学の裏山崩落



岡山の土砂災害
と広島との比較

広島県東広島市

岡山県倉敷市真備町

岡山は土砂災害の密度が低い
⇒ 降水量の違いと推察



岡山の水害



岡山県内の水害の状況
土石流発生地
点
崩壊発生地点

判読不能、崩壊・土石流発生点

破堤発生地点

越流発生地点

写真判読範囲

山陽新聞（2018年08月04日 08時10分更新）

外水氾濫
•砂川の浸水範囲は７５０haにも及ぶ（真備は１２００ha）。

判明していない場所は入ってない

内水氾濫は実態がつかめないほど発生し、床上浸水が多数あった模様



真備町の水害



0 5㎞ 破堤発生地点

越流発生地点

真備地域の破堤場所
狭い範囲で多くの破堤がみられる。



小田川堤防調査委員会 資料
http://www.cgr.mlit.go.jp/emergency/odagawateibochosa.htm

http://www.cgr.mlit.go.jp/emergency/odagawateibochosa.htm


水の流れが強い場所

水流で倒れた鉄塔

水流で流された家屋
水流で流されてきた

水流でえぐられた



治水地形分類図
流れが急だった場所は破堤近くと、旧河道沿い

1704年小田川の改修工事、江戸で訴訟、史料あり



ほかの場所は水に浸かった痕跡のみ、流れを確認できない



多数の痕跡の意味は？



•亡くなっ
た方は破
堤場所近
くや平屋
が多い。

•浸水時間
に大きな
差がある。 ①

②

③

④

⑤
⑥

2018年8月8日 朝日新聞 に加筆



末政川の破堤地点の堤防はやや低い



もっとも上跡の高さを計測



0 5㎞

16.5m以上

16.0～16.4m

15.5～15.9m

15.0～15.4m

14.5～14.9m

14.0～14.4m

13.5～13.9m

13.0～13.4m

浸水時の
水面の標高

トゥルーパルスによる
測量と地理院地図の標
高データより作成



小田川堤防調査委員会 資料
http://www.cgr.mlit.go.jp/emergency/odagawateibochosa.htm

破堤時？

破堤時？

http://www.cgr.mlit.go.jp/emergency/odagawateibochosa.htm


プール（A-M)ごとに水位の高さが異なる。
⇒破堤時間とその時の水位が影響
⇒破堤しても高梁川から水が来るので水位が下がらない。



末政川破堤場所のやや上流

上流

下流

品川さん撮影

末政川の上流は河床が埋まっていない。⇒ 土砂出ていない



大武川の河床

大武川は草が埋まっている。
土砂が出ている

上流

下流



土砂が出た大武川には上流で崩壊がある。

上流

下流

治水地形分類図

土石流が谷中
を流れている。

土石流がため池に
流れこんでいる。

過去の土石流出で
できた微高地。



真備地域の主な水害

• １６８７年

• １７０２年

• １７０７年

• １７０８年

• １７１２年

• １７１６年

• １７２２年

• １７３０年

• １７３８年

• １８０１年 ５．４m

• １８１１年 ３．９ｍ

• １８５０年二度 ４．２ｍ

• １８５２年 ５．４ｍ

• １８８０年 ７．８ｍ

• １８８６年

• １８９３年（１位）８．１ｍ

• １８９８年

• １９００年

• １９１９年

• １９２０年

• １９２６年

• １９３４年（３位） 室戸台風

• １９４５年、

• １９５１年、

• １９６０年、１９６９年、

• １９７２年（２位）、

• １９７６年（４位）真備町史より



内田、２０１１

内田、２０１１

内田、２０１１



内田、２０１１

岡山大学教育学部社会科教室内地域研究会（１９８２）

内田、２０１１



洪水常襲地域にはほとんど人が住んでいなかった

かぐら土手

今昔マップで作成

過去の地図を比較



川辺の宿場町はかぐら土手に囲まれていた

小田（１９９６）



かぐら土手
の変遷

高梁川の改修が完成した大
正14年にはほとんど姿を消
している。

小田（１９９６）を加筆



明治２６年明治１３年

昭和９年



源福寺の水害碑

慰霊碑の高さまで水が来た（聞取りによる）。慰霊碑を移動してしまった
小田（１９９６）

移築

ここ



過去の水害の影響

住居移転をしている。

真備町史（１９７９）

小田（１９９６）
末政川の明治13年
の被害と移転

流出

流出

末政川の破堤
場所は明治13
年とほぼ同じ

移転



アンケート結果 ８月上旬に山陽新聞で実施

避難行動のきっかけは何ですか？（複数回答 n=102） 避難しようと思わなかったのはどうしてですか
（複数選択 n=79）

自ら避難した人が58名、42名が第三者により救助

「２階に逃げれば大丈夫だと思った」
「外の方が危険だと思った」

地域の特性にあった防災意識がない！
阪本ほか、２０１８



ハザードマップの効果
地域のハザードマップを知っていましたか 水害発生時に自分が行く避難場所を知っていましたか？

阪本ほか、２０１８



真備町の災害意識
真備町地区では過去に水害がたびたび起きていましたが、そのことを知っていましたか。
水害への備えをしていましたか。

阪本ほか、２０１８



国道の閘門の状態
⇒ おそらく閉じられなかった。

0 5㎞ 破堤発生地
点越流発生地
点



化学工場の爆発（水蒸気
爆発）事故

二次被害の危険性

堤防ない



平成３０年７月豪雨の岡山の特徴のまとめ

•土砂災害は広島県や愛媛県などと比較すると少ない。

•破堤を起こすような水害が高梁川、旭川、砂川で発生した。

•真備町の水害は狭い範囲で多くの場所が破堤したのが特徴

•真備町の水害による人的被害は破堤場所近くの急流と平屋に集中する。

•真備町の水害は地域ごとに水位が異なる。

•真備町は高梁川の逆流（バックウォータ現象）による水害と、土石流に
よる水害があると思われる。

•真備町は１０年に一度水害があり、伝承や石碑も多くある。

•聞取り調査によると、ハザードマップはあんまり役立っていない。


